
第２４号                『安全就業だより』         令和８年８月発行 
 

 
1 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 

 

 

 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆  

   暑い時期の安全就業「無理をしない」が最高の予防策 

今年の夏も厳しい暑さが続いています。 

草刈り・剪定・清掃などの屋外作業では、暑さによって体力だけでなく注意力や判断力も低下

し、転倒や機械操作のミスなどの事故につながるおそれがあります。 

作業前には「体調・暑さ・水分・塩分」を確認し、こまめな休憩と水分・塩分補給を心掛けま

しょう。 

 

休憩はサボリではありません。安全に仕事を続けるために必要な大切な作業です。 

 

「少しおかしい」「いつもと違う」と感じたら、すぐに作業を中止し、仲間や事務局へ知らせて

ください。めまい、頭痛、吐き気、強いだるさ、意識がぼんやりする等は熱中症のサインです。 

重い症状がある場合は、ためらわず医療機関・救急への対応を。 

今年は厚生労働省の熱中症対策も強化されています。 

暑さ指数（ＷＢＧＴ）を確認し、暑さに応じて作業時間や休憩を調整するなど、「暑い日は無理

をしない」を安全就業の合言葉にしましょう。 
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●蜂に注意！「ちょっと待て」が命を守る 

７月～１０月は蜂の活動が特に活発です。 

草刈り・剪定などでは、植栽・樹木、建物・構造物、草地などを作業前に確認し、蜂や巣がな

いか注意しましょう。 

蜂や巣を見つけたら、近づかず、刺激せず、静かにその場から離れ、発注者や仲間、事務局へ

知らせてください。 

危険な場所では、無理に作業を続けないことが安全就業です。 

刺されたら、まず蜂から離れて安全な場所へ移動し、周囲の人に知らせましょう。 

息苦しさ、めまい、吐き気、全身のじんましん、意識がぼんやりする等があれば、速やかに医

療機関・救急へ。 

「蜂を見たら、仕事より安全！」近づかない・刺激しない・一人で対応しない。 

この３つを守り、今日も安全に就業しましょう。 

 

 

 

 

 


